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                   企業や団体は世界不況に対処するために、コ

スト削減や新規事業への転進や既存事業の見

直しなどの根本的な対処策を実施に移してい 

        るが、ＩＴコストの大幅な削減に着手している

例はそれほど多くはない。 

 
                   本書はＩＴ業界に造詣の深い執筆陣の協力

を得て、日本の企業や団体のＩＴコストをどの

ように削減できるか、削減と最適化のバランス

の考え方、削減のステップの進め方とツール、

ソフトウェア開発の工業化方法とそれを支え

る開発フレームワークの活用例、ＩＴコスト削 

減がＣＯ2 25%削減に及ぼす影響など、広範囲な視点で述べている。 

 

 第３章では当社役員の小路口謙治が「ＩＴ可視化でコスト低減を実現する（REVERSE 

PLANET の活用例）」と題して、ＩＴ可視化によるＩＴ資産の棚卸し（STEP1）、ＩＴアプ

リケーションの可視化（STEP2）、スリムなシステムへの移行（STEP3）の３段階を通じ

た、劇的なＩＴコストの削減法を紹介している。 

 

 企業や団体にとってのＩＴコストの削減は単年度の利益向上のみではなく、翌年以降

の利益改善につながる。ＩＴコストを劇的に削減して利益確保の一助にするために本書

を役立てていただきたい。 
 
 尚、本書は日本能率協会主催セミナー（2009/11 開催）での講演内容を書籍化したも

のです。本書にご関心のある方は、当社営業担当までご連絡下さい。 


